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１ ．はじめに

本誌前号の拙稿では、①札幌市の公共調達（建
設工事、関連業務、役務、物品購入等、指定管
理事業）の金額規模などを概観した。合計で年
に１，７００～１，９００億円近い金額だった。公共調達
の適正化を通じて、当該分野で働く人たちの労
働条件を適正化し、さらにはそれを民間の仕事
で働く労働者にも波及させていきたい（もちろ
んその波及の「経路」の理論的な検討や構築は、
課題である）。
さて、本稿以降では、これらの公共調達の現
場の、雇用や労働条件に関する情報を整理する。
その情報はさしあたり、②自治体によって把握
されたものと、③自分たちで調べあげたものと
に二分される。直営分野と異なり公共民間分野
の情報は整備されていない自治体が少なくない
と思われる。その場合、たとえ規模が小さくて
も効果的な調査結果を得ることで、自治体の取
り組みを後押しすることが必要になる（③によ
って②を実現する）。
本稿では、事業者から提出されたデータを札
幌市が整理した調査の結果を紹介する。いずれ
も情報照会で札幌市から提供されたものである。
調査の概要などは、本誌バックナンバーに掲載
された拙稿ですでに紹介しているので参照され
たい（本稿では、本誌の号数のみを表記する）。
なお、支給されている賃金水準の評価にあた
っては、最低生計費に基づく最低賃金引き上げ
運動で掲げられている時給１５００円や、人件費の
積算で使われている国の労務単価（公共工事設
計労務単価、建築保全業務労務単価）を念頭に

おかれたい。

２ ．�札幌市工事請負契約に係る労働者賃金実
態調査とその結果

札幌市でも、公共工事に従事する労働者の賃
金調査が２０２０年度から開始されることになった
（詳細は、本誌１９４，１９５号を参照）。名称は「札
幌市工事請負契約に係る労働者賃金実態調査」
（以下、工事賃金調査）である。
以前の札幌市では、建設工事分野については、
支給賃金額までの把握はされていなかった。「元
請・下請関係実態調査」という調査で把握され
ていた賃金に関する項目・内容は限定的で、我
々が知りうるのは、技能労働者の賃金を事業者
が引き上げたかどうか（予定を含む）、引き上
げていない理由はいかなるものか、という程度
だった（本誌１８７号）。
さて、２０年度と２１年度の「工事賃金調査」結
果を札幌市から提供いただいた。調査対象とな
った工事は、いずれも設計金額 ３億円以上の工
事で、２０年度は土木系工種 ４件、営繕系工種 ６
件で、２１年度はそれぞれ ５件ずつである。調査
結果の概要は表 １のとおりである。
労働者に（１０月に）支給された賃金の平均額
は、２０年度は１,８７１円、設計労務単価と比較す
ると７５．６％だったのが、２１年度には順に１,８５７円、
７０．９％と下がっている。

次に、25職種（20年度）、28職種（21年度）
の中から主な職種別の結果をとりあげたのが表
２である。
２１年度の一職種（軽作業員）を除き、いずれ
も設計労務単価を下回る水準である。単純平均
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と考え、２１年度の調査結果が業界紙によって報
じられた日のすぐ後に、札幌市に照会をかけた
が、提供されたのは、２０年度同様に、結果の概
要のみであった。データもすでに破棄されてい
た。そもそも、調査結果が市のウェブサイト上
にも掲載されていない状況である。
さすがに疑問に思って尋ねてみたところ、こ
のような限定的な公表やデータの処理方法は、
業界団体との調整の結果であると筆者は理解し
た。なるほど、回答事業者にしてみれば、事業
者の特定が懸念されるがゆえに、限定的な調査
結果の公表を望んでいる、ということなのかも

の値でみると、２０年度は７０．８％、２１年度は７５．７
％である。

３ ．�同調査結果の分析や公表方法に対する疑
問

ところで、本誌２００号の「追記」に書いたが、
２０年度の札幌市による調査結果の分析や公表内
容は限定的であった。職種別の人数情報さえ示
されておらず、かつ、それを調べようにも、デ
ータはすでに破棄済みと回答された。
今回については、破棄される前に市からデー
タを提供いただいて詳細集計・分析ができれば

表 １　「工事賃金調査」結果の概要

２０２０年度 ２０２１年度
回答件数 １４１社（うち対象外４５社） １２２社（うち対象外４７社）
有効回答数 ２９６人・２５職種 ２４１人・２８職種
調査平均額（時間額） １,８７１円 １,８５７円
北海道の設計労務単価 ２,４７６円 ２,６２１円
設計労務単価に占める割合 ７５．６０％ ７０．９０％
注：調査平均額も設計労務単価も、提出のあった職種（２０年度は２５職種、２１年度は２８職種）の加重平均。
出所：札幌市「札幌市工事請負契約に係る労働者賃金実態調査結果概要」より作成。

表 ２　主な職種別にみた調査平均額と設計労務単価との比較

単位：円，％

職種
２０２０年度 ２０２１年度

調査平均額
設計労務単価 設計労務単価

に占める割合
調査平均額

設計労務単価 設計労務単価
に占める割合１時間当たり １ 日当たり １時間当たり １日当たり

特殊作業員 ２，２６５ １８，１２０ ２１，１００ ８５．９ １，７８３ １４，２６４ ２１，１００ ６７．６
普通作業員 １，７３２ １３，８５６ １７，３００ ８０．１ １，７６９ １４，１５２ １７，３００ ８１．８
軽作業員 １，１０４ ８，８３２ １４，４００ ６１．３ ２，０１１ １６，０８８ １４，５００ １１１．０
とび工 ２，０２９ １６，２３２ ２３，７００ ６８．５ １，８７８ １５，０２４ ２３，７００ ６３．４
鉄筋工 １，９７９ １５，８３２ ２４，２００ ６５．４ １，９９１ １５，９２８ ２４，２００ ６５．８

運転手（特殊） １，９４１ １５，５２８ ２０，７００ ７５．０ １，８５９ １４，８７２ ２０，９００ ７１．２
運転手（一般） １，５９１ １２，７２８ １７，６００ ７２．３ １，４８８ １１，９０４ １７，６００ ６７．６
型わく工 １，９１４ １５，３１２ ２３，３００ ６５．７ ２，５５１ ２０，４０８ ２３，３００ ８７．６
大工 ２，１３５ １７，０８０ ２５，１００ ６８．０ 該当者なし ２５，１００ ―
左官 １，７０７ １３，６５６ ２５，１００ ５４．４ １，５９１ １２，７２８ ２５，１００ ５０．７

交通誘導警備員Ａ １，２２６ ９，８０８ １３，９００ ７０．６ １，３５５ １０，８４０ １４，６００ ７４．２
交通誘導警備員Ｂ １，２１４ ９，７１２ １１，８００ ８２．３ １，３７２ １０，９７６ １２，０００ ９１．５
注：「設計労務単価に占める割合」は、調査平均額（ １日当たり）を設計労務単価で除した値。
出所：札幌市「工事賃金調査」結果（職種別）と、国土交通省「公共工事設計労務単価」より作成。
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しれない。しかしながらこうした分析・公表方
法（内容）では、事実・実態に基づく政策立案
は困難ではないだろうか。表 ２の結果も、職種
別の人数が示されていないこともあって、変化
の背景を検討するのは難しい。調査対象となる
件数を増やしたり、設計金額 ３億円以上という
調査対象の範囲を拡大することで、事業者の特
定は避けられるのではないだろうか（事業者特
定の回避以外にも理由があるのかもしれないが、
これ以上は不明である）。

４ ．役務契約における労働者の賃金調査

次に、役務契約における労働者の賃金調査の
結果である（調査の詳細は本誌１８６号を参照）。
対象となる業種・職種は三つで、建物清掃業務
従事者、建物警備業務従事者、建物設備運転・
監視等業務従事者の支給実績賃金（以下、実績
賃金）が把握されている。表 ３に調査の概要を
まとめた。
労働者に対して（ ７月に）支給された賃金額
の分布をまとめたのが表 ４である。（ １）表中
の「最低賃金額」とは、１９年度は８３５円で、２０
年度と２１年度は８６１円である。（ ２）建物清掃業
務従事者の賃金には、総合評価方式で働く者の
それも含まれる。ちなみに、総合評価方式が導
入された業務が資料に掲載されており、その件
数を数えると、１９年度から２１年度にかけて順に、
１３件、１４件、２１件である（労働者数は記載され
ていない）。
さて、結果は、建物清掃業務と建物警備業務
では、「最低賃金」での支給が多く、前者では

２割から ３割、後者では ３割から ４割を占める。

「～９００円まで」を含むと ５割から ７割を占める。
但し、建物清掃業務の２０２１年度の数値に限っ
ては、「１,００１円以上」での支給が ４割を占め、「最
低賃金」「～９００円まで」を足し合わせた数値は
３５．９％にまで低下している。総合評価方式の拡
大が反映された結果だろうか。
なお、建物設備運転・監視等業務では、「～
１,００１円以上」での支給が多く、全体の ３分の
２から ４分の ３を占めている。
表 ５は、実績賃金の平均額を、最低賃金や建
築保全業務労務単価と比較してみたものである。
建物清掃業務の実績賃金は、上段が総合評価方
式を含むものであり、下段が含まないものであ
る。最低賃金や設計労務単価との比較は、後者
で行った。
結果は、当然のことながら、いずれの実績賃
金も最低賃金は超えているが、設計労務単価と
比較するといずれも大きくマイナスである。建
物清掃業務では２００円台、建物警備業務では３００
円台、建物設備運転・監視等業務では５００円台
の差がそれぞれみられた。また。１９年度の差と
２１年度の差とを比較すると、後者で差が大きく
なっている。
以上、札幌市が把握している、工事契約と役
務契約で働く労働者の賃金についてみてきた。
紙幅の都合で、指定管理に関するデータは次号
で紹介する。
（かわむら　まさのり　北海学園大学教授）

表 ３　建物清掃業務、建物警備業務、建物設備運転・監視等業務従事者の実績賃金に関する調査の概要

年度
建物清掃業務 建物警備業務 建物設備運転・監視等業務

件数（件） 業務従事
者数（人）

受注業者
数（社） 件数（件） 業務従事

者数（人）
受注業者
数（社） 件数（件） 業務従事

者数（人）
受注業者
数（社）

２０１９ １５４ ６４２ ６５ ６５ ３３２ ２８ ２６ １１８ １４
２０２０ １４３ ６１０ ５３ ６０ ３２２ ２４ ２５ １１３ １２
２０２１ １３５ ５４９ ４８ ５３ ２６２ ２３ ２６ １１７ １２

出所：札幌市から提供された資料（各業務の「従事者支給賃金状況」）より作成。
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表 ４　建物清掃業務、建物警備業務、建物設備運転・監視等業務従事者の実績賃金（時間給）の分布
単位：人，％

最低賃金 ～９００円 ９０１円～９５０円 ９５１円～１,０００円 １,００１円以上 計

建物清掃業務

２０１９
１８９ ２４４ ４６ ８６ ７７ ６４２
２９．４ ３８．０ ７．２ １３．４ １２．０ １００．０

２０２０
１４９ １９４ ８１ ６１ １２５ ６１０
２４．４ ３１．８ １３．３ １０．０ ２０．５ １００．０

２０２１
１０６ ９１ ９１ ５６ ２０５ ５４９
１９．３ １６．６ １６．６ １０．２ ３７．３ １００．０

建物警備業務

２０１９
１０５ １３８ ４１ ２２ ２６ ３３２
３１．６ ４１．６ １２．３ ６．６ ７．８ １００．０

２０２０
１３４ ９６ ４０ ２６ ２６ ３２２
４１．６ ２９．８ １２．４ ８．１ ８．１ １００．０

２０２１
９０ ７９ ４８ ２２ ２３ ２６２

３４．４ ３０．２ １８．３ ８．４ ８．８ １００．０

建物設備運転
・監視等業務

２０１９
４ ４ ９ １４ ８７ １１８
３．４ ３．４ ７．６ １１．９ ７３．７ １００．０

２０２０
１ １４ ７ １１ ８０ １１３
０．９ １２．４ ６．２ ９．７ ７０．８ １００．０

２０２１
２ １８ ８ １３ ７６ １１７
１．７ １５．４ ６．８ １１．１ ６５．０ １００．０

出所：表 ３に同じ。

表 ５　�建物清掃業務、建物警備業務、建物設備運転・監視等業務従事者の実績賃金（時間給）の平均額、最低賃金との比較、建
築保全業務労務単価との比較

単位：円
建物清掃業務 建物警備業務 建物設備運転・監視等業務

２０１９ ２０２０ ２０２１ ２０１９ ２０２０ ２０２１ ２０１９ ２０２０ ２０２１

実績賃金
９４５ ９８０ １,００４

９００ ９０７ ９２５ １,１４３ １,１８３ １,１９４
８８０ ９０６ ９１８

最低賃金 ８３５ ８６１ ８６１ ８３５ ８６１ ８６１ ８３５ ８６１ ８６１
建築保全業務労務単
価（ １時間当たり） １，１１３ １，１５０ １，１７５ １，２３８ １，２７５ １，３００ １，７００ １，７３８ １，７６３

実績賃金マイナス最
低賃金 ４５ ４５ ５７ ６５ ４６ ６４ ３０８ ３２２ ３３３

実績賃金マイナス建
築保全業務労務単価 ▲２３３ ▲２４４ ▲２５７ ▲３３８ ▲３６８ ▲３７５ ▲５５７ ▲５５５ ▲５６９

（参考）建築保全業務
労務単価（日額） ８，９００ ９，２００ ９，４００ ９，９００ １０，２００ １０，４００ １３，６００ １３，９００ １４，１００

注 １ ：建物清掃業務の「実績賃金」は、上段が総合評価方式を含むデータで、下段が総合評価方式を除くデータである。
注 ２：建築保全業務労務単価は、順に、清掃員Ｃ、警備員Ｃ、保全技術員補のそれを使った。
出所：表 ３に同じ。


